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やさしいって、大切

特集　郷土の自然を守るまち

小
浜
の
豊
か
な
自
然  

ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら

　小浜は、風光明美な若狭湾の中央部に位置し、自然豊かで四季の輝きを放つ海や山川、

豊富な海産物や滋味あふれる農産物などの食材に恵まれてきた地域です。

　しかし、近年私たちの身の回りでは、生き物が生息できる場所の消失や、外来生物

の生息域の拡大によって、身近な場所でかつて見られた生き物が減少しています。地

球温暖化による気候変動や生態系への影響なども懸念されています。

　美しい小浜の環境を大切に守り育て未来に引き継いでいくためには、これまで以上

に市民・事業者・行政の協働により、郷土への誇りをもって多くの環境問題に取り組

んでいくことが不可欠です。

■問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016

【小浜市環境基本計画の施策体系】

市の環境に対する施策のう
ち、早急に実施する必要が
あるもの、本市の環境問題
として重要なもの、望まし
い環境像の実現に向けて大
きな効果があるものなどを
継続し、優先的かつ重点的
に取り組みます。

①食をとりまく環境の改善・環境
　調和型農林水産業の展開

②次世代自動車の導入促進

③循環型のまちづくり

④ごみのないきれいなまちづくり

⑤環境学習プログラムの展開

豊かな自然あふれるふるさとを守るために

基本目標 基本施策

郷土の自然を守るまち
（自然と環境との共生）

自然環境の保全

生物多様性の保全

自然とのふれあいの推進

地球規模で考え
みんなで取り組むまち

（地球温暖化対策の推進）

省エネの普及推進

再生可能エネルギーの導入推進

温室効果ガスの吸収促進

資源が循環する
環境にやさしいまち

（循環型社会の構築）

3R（リデュース・リユース・リサ
イクル）の推進

ごみの適正処理

健康で安全なまち
（生活環境の保全）

大気環境・水環境の保全

騒音・振動の防止

有害化学物質の安全管理

良好な景観の保全、緑化の推進

みんなで環境を
学び協働するまち

（教育・学習・協働の推進）

環境教育・学習の推進

環境情報の整備・提供

環境保全活動の推進

小
浜
の
望
ま
し
い
環
境
像

「
海
、山
、河  

誇
り
の
持
て
る
豊
か
な
自
然  

住
み
心
地
の
良
い
ま
ち  

お
ば
ま
」

小浜市環境審議会　会長

廣
ひ ろ い し

石 伸
し ん ご

互 さん（68 歳・大津市）

農学博士。福井県立大学海洋
生物資源学科教授を経て、現
在、滋賀県立琵琶湖博物館特
別研究員（環境微生物学）、福
井県立大学名誉教授。小浜市
環境審議会会長として小浜市
環境基本計画の改訂に携わる。

インタビュー

　

世
代
を
超
え
て
良
好
な
環
境
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
環
境
教
育
の
充
実

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
小
浜
は
、
豊
か

な
山
川
里
海
に
囲
ま
れ
、
地
下
水
に
も

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
豊
富

な
雪
を
利
用
し
た
雪
室
活
用
（
上
根

来
区
）
な
ど
特
徴
的
な
活
動
も
増
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
小
浜
は
地

域
の
活
性
化
を
模
索
し
つ
つ
、
総
合
的

な
環
境
教
育
が
可
能
な
地
域
で
す
。

　

ま
ず
は
住
民
が
地
域
の
環
境
の
状
況

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
小
浜

の
子
ど
も
た
ち
が
、
地
元
の
自
然
や
生

き
物
に
ふ
れ
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
環
境
教
育
の
充
実
に
、
市
民
、
行

政
、
学
校
、
大
学
が
今
ま
で
以
上
に
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

こ
れ
ま
で
、
人
間
は
自
ら
に
と
っ
て

の
便
利
さ
を
追
い
求
め
、
自
然
に
対
し

て
負
荷
を
か
け
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ

の
人
間
至
上
主
義
と
い
う
考
え
方
を

改
め
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
ツ
ケ
は
自
分

た
ち
に
必
ず
返
っ
て
く
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
日
本
で
も
か
つ
て
公
害
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
程
度
改
善
さ
れ
て
き
た
と
は

い
え
、
解
決
す
べ
き
環
境
の
課
題
は

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
解
決
の

た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
住
民
そ
し

て
市
町
村
が
持
続
可
能
な
循
環
型
の

社
会
を
意
識
し
つ
つ
、
自
分
た
ち
の

地
域
を
見
直
し
、
具
体
的
な
目
標
を

設
定
し
て
、
そ
の
達
成
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

重点
プロジェクト

「
小
浜
市
環
境
基
本
計
画
」
と
は
？

　

市
で
は
、平
成
24
年
３
月
に
「
小

浜
市
環
境
基
本
計
画
」
を
改
訂
し
、

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

計
画
の
期
間
は
平
成
33
年
度
ま
で

の
10
年
間
と
し
、
５
年
目
と
な
る

28
年
度
に
施
策
内
容
や
数
値
目
標

な
ど
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
海
、
山
、
河　

誇
り
の
持
て
る

豊
か
な
自
然　

住
み
心
地
の
良
い

ま
ち　

お
ば
ま
」。
こ
の
環
境
像
を

実
現
す
る
た
め
に
５
つ
の
基
本
目

標
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
沿
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

小浜市環境基本
計画改訂版は市
公式ホームペー
ジ（QRコード参
照）に全文掲載
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外
来
生
物
の
駆
除
を

緑
を
広
め
ま
し
ょ
う

▶この外来生物にも注意◀

【アメリカザリガニ】

【アライグマ】

【セイタカアワダチソウ】

【ブラックバス】

環境衛生課　藤
ふ じ た

田 晃
あきひろ

弘 技師 毎年市庁舎で作っているグリーンカーテン

　

市
で
は
、
地
球
の
温
暖
化
を
防
ぐ
手
段
の

一
つ
と
し
て
、「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と

は
、
夏
場
に
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
で

作
る
自
然
の
日
よ
け
で
、
周
囲
の
気
温
や
室

温
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

を
増
や
し
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　近年、日本各地で、本来の生息、生育以外の地域から、入り込んだ「外来
生物」が爆発的に増え、社会問題となっています。小浜でも、外来生物に
よる被害は年々増加傾向にあります。多様な動植物が暮らす、「本来の小
浜の自然環境」を、私たちの手で守り育み、後世へと残していきましょう。

誇
り
が
持
て
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　

市
で
は
、「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」
の
普

及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
に
、
講
習
会
や

コ
ン
テ
ス
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
外
来
生
物
の
駆
除
や
生
物
多

様
性
の
保
全
な
ど
、
身
近
な
自
然
環
境
を
守

る
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
市
民
一
人
一

人
が
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

インタビュー
口名田むらづくり推進委員

大
お お さ わ

澤 公
き み お

生 さん（62 歳・下中井）

の
会
話
が
も
っ
と
増
え

る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　

２
年
間
の
活
動
が
実

り
、
地
区
の
生
息
地
か

ら
は
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
を
駆
除
で
き
ま
し
た

が
、「
強
い
繁
殖
力
を

持
つ
の
で
油
断
で
き
ま

せ
ん
。
外
来
種
を
根
絶
さ
せ
る
に
は
地
道
で
長
い
取

り
組
み
が
必
要
で
す
」
と
気
を
引
き
締
め
ま
す
。

　
「
南
川
や
里
山
と
、
そ
こ
に
生
息
す
る
希
少
な
動
植

物
な
ど
、
口
名
田
に
は
す
ば
ら
し
い
自
然
が
残
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
大
澤
さ
ん
。「
住
ん
で
い
る
と
、
身

近
す
ぎ
て
、
そ
う
い
う
価
値
を
見
落
と
し
が
ち
で
す
。

駆
除
を
通
し
て
、
多
く
の
人
に
〝
こ
こ
に
し
か
な
い

も
の
の
良
さ
〟
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、
頑
張

り
た
い
で
す
」
と
活
動
へ
の
思
い
を
口
に
し
ま
し
た
。

　

口
名
田
地
区
で
は
、
平
成
27
年
か
ら
外
来
種
で
あ

る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
む
ら
づ
く
り
推
進
委
員
会
で
生
活
環
境
活
性
化

委
員
長
を
務
め
る
大
澤
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
ま
ず
は
実
態
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
ま
し
た
。
委
員
で
地
区
内
を
調
査
し
て
、
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
生
息
地
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
」

　

マ
ッ
プ
を
持
っ
て
駆
除
を
依
頼
し
て
ま
わ
る
こ
と

で
、「
地
区
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
機
会
が
増
え
ま
し

た
」と
言
い
、「
こ
う
い
う
活
動
を
き
っ
か
け
に
住
民
間

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
講
習
会

　

市
で
は
、
初
め
て
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
向
け
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　
５
月
27
日
㊏
13
時
〜

　
　
　
　

６
月
３
日
㊏
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜

▼
と
こ
ろ　

市
庁
舎
前
（
大
手
町
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
員
　
各
先
着
10
人

▼
準
備
物
　
軍
手
、
ス
コ
ッ
プ
、
汚

　

れ
て
も
よ
い
服
装

※
参
加
者
に
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

　

セ
ッ
ト
（
苗
３
本
、プ
ラ
ン
タ
ー
・

　

土
・
肥
料
を
各
１
個
分
）
を
無
料

　

提
供
し
ま
す

▼
申
し
込
み
　
環
境
衛
生
課
☎
64
・

　

６
０
１
６

この外来生物が危ない！身近に潜む危険なやつら

【マメ知識】県重要里地里山 30地区には、市内から「口名田地区」と「飯盛
地区」が登録されています。両地区では県レッドデータブックに掲載されて
いる希少な動植物の生息が確認されるなど、数多くの自然が残っています。

みんなが地域に目を向けるきっかけに

橙
とうこうしょく

黄色
5 〜 7 月ごろ咲く
直径 5 〜 7㌢

【オオキンケイギク】

花

駆除方法

生えていたら、根から引き抜
き、乾かした後、種が飛ばな
いように、燃やすゴミに出し
てください。
クリーンアップ大作戦や地域
ボランティア清掃などでの駆
除の相談は、環境衛生課まで。

強い繁殖力

オオキンケイギクは強い繁
殖力を持ち、地域に本来合っ
た草花が取って代わられる
など、景色や生態系が一変
する恐れがあります。

外来生物とは

従来その地域におらず、人に
よって持ち込まれた動物や植
物。外来生物法で指定された
生物を「特定外来生物」、法
律の規制はないが、在来生物
に悪影響を与える生物を「要
注意外来生物」と呼びます。

高さ 30 〜 70㌢
多年生
毒性なし

全体

葉は下のほうにつ
いている。両面に
荒い毛がある

葉

■特集　郷土の自然を守るまち


